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平成２４年度施策評価シート

第４期石狩市総合計画（戦略計画）における位置付け １次
評価者

保健福祉部

めざすまちのテーマ等 ２　健康でしあわせに暮らすまち 部長

施策項目 （５）地域福祉の充実
（当該施策
を担当する

部長）

鎌田　英暢

７２－３２０３

【１　施策の目的】

　地域福祉のネットワークを確立し、地域で支え合うまちをめざす。

【２　戦略計画における現状と課題】
　少子高齢化の急速な進行、核家族化や共働き世帯の増加など、社会を取り巻く状況や人々のライフスタイルの変化な
どに伴い、地域社会においても、共同体としての意識や支え合いの機能が希薄になっている。
　家族や地域を取り巻く環境が大きく変化する中で、多様な福祉ニーズに対応し、誰もが安心して暮らせる地域社会をつ
くっていくためには、市民一人ひとりが福祉活動の担い手として、各種の活動に自主的に参画する地域福祉体制をつくり
あげていく必要がある。

【３　成果指標】

指標の名称 単位 Ｈ２２実績値 Ｈ２８目標値

指標１ ボランティア登録団体数 団体 37 42

指標２ ボランティア登録者数 人 755 840

指標３ 地区社会福祉協議会の設置数 地区 15 17

指標４

　 Ｈ１９実績値 Ｈ２０実績値 Ｈ２１実績値 Ｈ２２実績値 Ｈ２３実績値
Ｈ２２実績値
との比較

Ｈ２８目標値
との比較

指標１ 32 38 38 37 34 × ×
指標２ 653 697 753 755 803 ○ ×
指標３ 15 15 15 15 17 ○ ○
指標４

・少子高齢化や核家族化の進展に伴い、一人暮らし高齢者世帯や高齢者夫婦世帯が増加し、一方では、個人主義傾向が強まり、隣
近所同士の日常的な関わりが希薄になり、地域や周り同士で支え合う力がぜい弱化している。その中で、行政の力（公助）だけでは、
全てを支えることは困難であり、地域力（共助及び自助）の向上が望まれる。その手法の一つとして「ボランティア活動や地区社協の活
動」の促進が不可欠であり、意識醸成ときっかけづくりがますます重要となっている。
・指標１、２において、登録団体数は減少しているが、個人登録者は着実に増加傾向となっており、団体活動という殻から自由にボラン
ティア活動を選択できる個人主義に移行している。
・指標３の地区社会福祉協議会（地区社協）設置については、23年度に新たに２地区で設置されたことにより目標値に達している。

（２）　本施策に関する課題とその改善の方向性
・昨年の東日本大震災を教訓に、改めて地域で互いに助け合う・支え合うシステムの必要性を認識する雰囲気が強まり
つつあるが、具体的に自分が何ができるか、どう関わっていけるかの判断をすることが難しい現実面がある。今後、個別
の不安を解消し、その一歩を踏み出すきっかけを作るなど、行政の後押しが必要となる。
・また、地区社協についても、そのほとんどが旧石狩地域内に偏っており、全市的な広がりになっていない。特に未だ設
置の動きがない浜益区などは、地元との協議を続け、地域実態に合った課題を整理しながら、設置に向けた積極的な取
り組みが必要となる。

（３）　（２）に関する具体的な対応策、改善事項　　　　※具体的な事業名を併記

○向上、×低下 ○到達、×未達
【４　１次評価（担当部長評価）】
（１）　施策の推進状況とその評価

（

重
点
化

）

拡
充

ボランティア意識の醸成ときっかけづくりに向けた実証事業を展開する。 社会福祉協議会運営支援事業
（ボランティアポイント事業）

手
法
改
善

全市的な地区社協の設置促進に向けた市社協の関わり強化。 （地域福祉計画の各推進事業）

（

統
合

）

縮
小
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（３）具体的な改善策に関する意見、その他個別事項等に関する意見

【７　中間精査（１次評価「具体的な対応策、改善事項」のフォローアップ・担当部長）】
（１）　１次評価からの変更点

【５　パブリックコメント】

【６　外部評価（対象施策・行政評価委員会）】
（１）１次評価の内容に関する意見

　

（２）課題とその改善の方向性に関する意見

（３）　縮小（統合）を図る事項

【８　最終評価（行政評価会議）】
（１）　拡充（重点化）を図る事項（新規事業を含む。）

（２）　手法改善を図る事項

－ 2 －



千円 円

1 182

2 121

3 60,604

4 11,523

5 70

6 300

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

72,800

うち一般財源

合　計 3,121 2.86 99,994

社会福祉施設整備関係事務 福祉総務課 0.05 475

地域福祉計画進行管理業務 福祉総務課 0.25 2,377

③その他

いくつになってもこの地域で安心して住み続けることが出来る地
域の確立を目指すためのボランテア組織の育成を支援する。

新規サポーターの加入促進により、将来に渡り安定・継続した活
動の展開を目指す当組織を今後も応援・支援して行く。

社会福祉関係登録団体事務 福祉総務課 0.05

会員数や追悼式への参加者の減少がさらに進んだ時点では、
支援の方策について再考する。

475

ライフサポート組織育成支援業務 厚田地域振興課 0.25 2,377

0.16 1,821

戦没者の慰霊・追悼や戦没者遺族の福祉活動を行う遺族会へ
の補助金の交付事務を処理するほか、必要な連絡調整を行う。

福祉総務課 70 0.10

福祉総務課 2,717

石狩市保護司会運営支援事業 市民生活課 300

福祉総務課 0.36

保護司会石狩分区の事務局に関する事務。
地域における更生保護活動への理解及び犯罪防止を図るため
の啓発活動や関連する知識等の向上を図る。

遺族会運営支援事業 1,021

石狩市の地域福祉の中核となって活動する社会福祉協議会へ
の拠出金の交付事務を処理するほか、必要な連絡調整を行う。

地域福祉の推進に向けた事業着手と拡大を目指すため、運営
基盤の強化を図り、人材育成のための方策を検討する。

民生委員児童委員連合協議会運営支援事業
手法や知識の習得に向けた支援を行い、H25年の一斉改選に向
け、活動を継続してもらえる体制の強化を図る。

社会福祉協議会運営支援事業 64,027

0.36 14,946
民生委員児童委員連合協議会への交付金の交付事務を処理す
るほか、必要な連絡調整を行う。

献血推進事業 福祉総務課 0.31 3,069

②団体などへの活動支援と福祉ネットワークの形成

包括的継続的ケマネジメント事業 地域包括支援センター 34 0.97 9,406

①地域福祉活動の充実と福祉意識の高揚

施策の体系

担当課

H23決算

事務事業の概要 今後の方向性（１次評価）

事業名

事業費
その他

間接経費
従事職員数
（関係課含）

総コスト
（人件費含）

市民一人あたり

平成２３年度施策コスト 72,800 27,194 99,994 1,639

施策名 地域福祉の充実

事業費 人件費 総コスト

この事業は本年度事業評価対象外ですが、「市民一人あたりの事業費」を算出するために記載しています。

 この事業は本年度事業評価対象外ですが、「市民一人あたりの事業費」を算出するために記載しています。

 この事業は本年度事業評価対象外ですが、「市民一人あたりの事業費」を算出するために記載しています。

優先度

極
め
て

高
い

高
い

高
く
な
い

地域ケア会議の開催、地域包括支援センター従事者の研修など
ケアマネジメントの向上を目指す。

参加や事業所等への周知、地域で立ち上がっている関連ネット
ワークとの連携の充実を図る。

－ 3 －



14 - 1

2

5

1

（ 3 款 2 項 3 目 ）

法定受託事務 自治事務 （裁量性 高い 低い）

直営 一部委託 全部委託 指定管理 補助・助成 その他

単年度のみ ～ 　

→

→

）

【報償費】　地域ケア会議等講師謝礼
【負担金補助及び交付金】　　研修会等負担金

140千円
　42千円

 

0.32

千円

230人

実施形態

所管

久保田 道子

千円
千円

年度

　③手段（具体的な事務事業の内容、手順などを簡潔に記載します）

未定

財
源
内
訳

内線担当

市内介護サービス事業所等の介護支援専門員、民生委員、関係団体職員等

長谷川　睦美 岩本　瑞恵保健福祉部　地域包括支援センター ７５－６６７７

0.50

小計（B)

千円

31

介護保険法

年度

H２１
65

18

対象数

8,748

9,223

9,405
9,223

総コスト（A)+(B)

　その他間接経費

　⑤この事業に対しての関係者（住民、議会、事業対象者、利害関係者等）からの意見・要望等

根拠法令、条例等

平成

 

37

32

H２４（予算）H２３（見込）

事業期間

34
125

31

H18年4月改正介護保険法の施行により、事業創設。「第4期介護保険事業計画」（H21～H23）に位置付け。

H２２

千円

千円 160

正職員（
0.20人

事
業
の
内
容

　⑥平成２３年度に改善した事項・重点的に取組んだ事項とその成果

地域ケア会議専門部会に事例提出したことのたい居宅介護支援事業所ケアマネジャーに利用してもらうために公開事例検討会
を実施した。

　②目的・意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのですか？）

介護支援専門員の資質の向上及び地域における関係者・関係機関とのネットワークにより、ケマネジメントの充実・強化を図る。

単位

事
業
の
コ
ス
ト

事
業
費

人
件
費
等

保健福祉部　地域包括支援センター

平成２４年度担当

前年度担当 所管

事務分類

予算科目 介護保険事業特別会計 事業名

対象数

　国庫支出金
千円

・地域ケア会議の開催による連携強化（民生委員他医療・保健・介護・福祉機関や団体）
・介護支援専門員等に対する研修会の開催及び情報提供
・地域ケア会議専門部会の開催（困難事例検討会、情報提供ほか）

　①対象（この事業は誰、何を対象としていますか？）

50
25

74

 

15

15　一般財源

千円
千円
千円

25
25

16

特定財源名及び補助率・充当率

国 　 　　　40.50%
道　　 　 　20.25%
その他　　 20.25%
一般財源　19.00%

平成２４年度（２３年度実施事業）事業評価シート

総
合
計
画 地域福祉活動の充実と福祉意識の高揚施 策 （ 小 ）

テ ー マ

地域福祉の充実施 策

9147

整理番号 事業名

健康でしあわせに暮らすまち

包括的継続的ケマネジメント事業

課長 電話

課長 担当 長谷川 睦美

包括的継続的ケマネジメント事業費会　計

　④事業実施の背景・個別計画等

182

 

0.37

37

32

0.60

　その他

　従事正職員の人件費

　正職員従事人数（担当課）
両支所市民生活課

小計（A)

　道支出金
　地方債

8,748

6,295

6,170

6,170

事
業
費
の
使
途
等

0.60
77

8,825

人

成果指標

活動指標

成果指標

活動指標

－ 4 －
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　課長評価（1次）
上がっている ● 高い ● 大きい

● 中位 中位 中位

上がっていない 低い 小さい

● 高い 効果的 ● 市が実施すべき

中位 ● 中位

低い 改善の余地あり

○ 拡充 ○ 手法改善 ○ 縮小・統合 ● 継続・維持 ○ 休止・廃止

　部長評価（2次）

上がっている 高い 大きい

中位 中位 中位

上がっていない 低い 小さい

高い 効果的 高い

中位 中位 中位

低い 改善の余地あり 低い

○ 拡充 ○ 手法改善 ○ 縮小・統合 ○ 継続・維持 ○ 休止・廃止

今後の方向性

妥
当
性

事業実施の意義

施策への貢献度 事業の実施方法
優
先
性

施策内における
優先度

有
効
性

期待する成果
効
率
性

費用対効果

現状の課題

市民意見等に対する
回答

反映
一部反映
不採用
実施済み
参考

有
効
性

期待する成果

　事業に対する市民意見等

担当部長

効
率
性

費用対効果

現状の課題
複合的な問題や認知症等による支援困難事例等が増加しており、より良いケマネジメントを提供できるようにケア
マネージャーへのサポートや、地域のネットワーク体制を強化することが必要。

今
後
の
方
向
性

事業内容 個々の事例の対応の検討を行う専門部会へ認知症専門医や弁護士等の参加や介護ｻｰﾋﾞｽ事業所等への周知、
地域で立ち上がっている関連ネットワークとの連携の充実を図る。

【参考】前年度
2次（部長）評価

現行通り、進める

妥
当
性

事業実施の意義

施策への貢献度 事業の実施方法 行政の関与

達成率

民間等が実施すべき

未設定
438人

119
未設定

#VALUE!
目標値

民間等でも実施可能

地域ケア会議全体会開催数

指　標　名

達成率 66.7

地域ケア会議専門部会の開催数

目標：事業計画
3

包括的継続的ケマネジメント事業

Ｈ２２

100.0

Ｈ２１

活
動
指
標

#VALUE!#VALUE!
未設定

3

75.0

Ｈ２３

274
#VALUE!

#VALUE!

Ｈ２２

#VALUE!
158

12

未設定

299
未設定

12
100.0

100.0

4
Ｈ２４

実績値

単位
4目標値
4

回

4

Ｈ２４

100.0
12

8
目標値

12 9
12

回

単位

達成率

目標：事業計画

達成率

Ｈ２３

地域ケア会議専門部会参加数（延べ）

地域ケア会議の参加数（延べ）

指　標　名

目標値

Ｈ２１項目

達成率

成
果
指
標

実績値
未設定

実績値

実績値
目標値

4

実績値

実績値

未設定 未設定

104人

達成率
目標値

－ 5 －



14 - 3

2

5

2

（ 3 款 1 項 1 目 ）

法定受託事務 自治事務 （裁量性 高い 低い）

直営 一部委託 全部委託 指定管理 補助・助成 その他

単年度のみ ～ 　

→

→

）

拠出金内訳
・人件費 54,892千円
・福祉活動推進費  5,712千円

平成２４年度（２３年度実施事業）事業評価シート

整理番号 事業名 社会福祉協議会運営支援事業

総
合
計
画

テ ー マ 健康でしあわせに暮らすまち

施 策 （ 小 ）

平成２４年度担当 所管 保健福祉部　福祉総務課 課長 高井 史朗 電話 72-3127 内線 477

地域福祉の充実

担当

前年度担当 所管 保健福祉部　福祉総務課 課長

施 策

桑島 朋子

団体などへの活動支援と福祉ネットワークの形成

桑島 朋子

担当 木澤 愛彦

未定

予算科目 会　計 一般会計 事業名 社会福祉協議会拠出金

事務分類

対象数

実施形態

根拠法令、条例等 石狩市社会福祉法人等助成条例、石狩市社会福祉協議会拠出金交付要綱

事業期間 平成 不詳 年度

　⑤この事業に対しての関係者（住民、議会、事業対象者、利害関係者等）からの意見・要望等

　⑥平成２３年度に改善した事項・重点的に取組んだ事項とその成果

事
業
の
内
容

　①対象（この事業は誰、何を対象としていますか？）

社会福祉法人石狩市社会福祉協議会 対象数 1 団体

　②目的・意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのですか？）

地区社協やボランティアの育成など、地域が主体となって取り組む地域福祉活動の中核となり、福祉のまちづくりを活性化させ
る。

　③手段（具体的な事務事業の内容、手順などを簡潔に記載します）

一定の小地域における福祉活動の要となる「地区社会福祉協議会」の組織化の促進や福祉意識の高揚を図るなど、地域福祉活
動を行う社会福祉協議会に運営費の一部を補助し、活動の充実を図る。

　④事業実施の背景・個別計画等

社会福祉事業の実施団体である社会福祉協議会の経営基盤の安定を図ることは重要課題であり、都道府県レベル・市町村レベ
ルを問わず、全国的に支援している。

民生委員児童委員活動への支援として「災害時要援護者等支え合いマップ」を作成した。
新たな地区社協創設に際し支援を行った。

    

　道支出金

H２１ H２２ H２３（見込）

千円

　その他 千円

H２４（予算）

事
業
費

財
源
内
訳

　国庫支出金 千円

60,60453,094 61,137

　地方債 千円

千円 60,419 53,094 60,604 61,137

3,423

小計（A) 千円 60,419
0.12 0.36 0.36

総コスト（A)+(B)

　正職員従事人数（担当課） 人

　その他間接経費
小計（B) 千円

千円
1,058

3,423

特定財源名及び補助率・充当率

正職員（
　従事正職員の人件費 千円

人

千円 61,477 56,517
1,058 3,423

事
業
費
の
使
途
等

事
業
の
コ
ス
ト

単位

3,423

　一般財源

64,027

人
件
費
等

成果指標

活動指標

－ 6 －
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　課長評価（1次）
上がっている 高い ● 大きい

● 中位 ● 中位 中位

上がっていない 低い 小さい

高い 効果的 ● 市が実施すべき

● 中位 中位

低い ● 改善の余地あり

○ 拡充 ● 手法改善 ○ 縮小・統合 ○ 継続・維持 ○ 休止・廃止

　部長評価（2次）

上がっている 高い 大きい

中位 中位 中位

上がっていない 低い 小さい

高い 効果的 高い

中位 中位 中位

低い 改善の余地あり 低い

○ 拡充 ○ 手法改善 ○ 縮小・統合 ○ 継続・維持 ○ 休止・廃止

現状の課題

今後の方向性

妥
当
性

事業実施の意義

施策への貢献度 事業の実施方法
優
先
性

施策内における
優先度

実施済み
参考

有
効
性

期待する成果
効
率
性

費用対効果

　事業に対する市民意見等

担当部長

市民意見等に対する
回答

反映
一部反映
不採用

民間等でも実施可能

民間等が実施すべき

現状の課題 地区ごとに設置する「地区社協」における活動の充実が必要不可欠である。

今
後
の
方
向
性

事業内容 地域福祉の推進に向けた事業着手と拡大を目指すため、運営基盤の強化を図り、人材育成のための方策を検討
する。

【参考】前年度
2次（部長）評価

地域福祉の推進に向けた事業着手と拡大を目指す

有
効
性

期待する成果
効
率
性

費用対効果
妥
当
性

事業実施の意義

施策への貢献度 事業の実施方法 行政の関与

社会福祉協議会運営支援事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

会員数
25,579

実績値 16,259 16,783 18,469
72.2

25,579

目標値：社協の定める目標値 達成率 63.6 65.6
人

目標値 25,579 25,579

#VALUE!

ふれあい広場参加者数
人

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 2,100 3,100 3,300
達成率 #VALUE! #VALUE!

達成率

目標値

Ｈ２２ Ｈ２３

37 33

実績値

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２１

ボランティア登録者数
人

目標値：総合計画
実績値 15

目標値

Ｈ２４

ボランティア登録団体数
団体

目標値 30 30 30 42
実績値 38

620 620 620
目標値：総合計画 達成率 126.7 123.3 110.0

目標値：総合計画 達成率 121.5 121.8

840
実績値 753 755 803

達成率 100.0 88.2 100.0

129.5

地区社会福祉協議会の設置数
地区

目標値 15 17 17 17
15 17

－ 7 －
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2

5

2

（ 3 款 1 項 1 目 ）

法定受託事務 自治事務 （裁量性 高い 低い）

直営 一部委託 全部委託 指定管理 補助・助成 その他

単年度のみ ～ 　

→

→

）

交付金内訳
・活動費 8,014千円
・交付金 1,391千円 （地区民協への交付金）
・研修費 757千円
・負担金 741千円
・その他運営費 620千円

千円

　従事正職員の人件費 千円

14,94611,725 14,179

事
業
費
の
使
途
等

事
業
の
コ
ス
ト

単位

総コスト（A)+(B) 千円
小計（B)

3,423 3,423

969 3,423 3,423
　その他間接経費

特定財源名及び補助率・充当率

正職員（ 人

道負担金
（道要綱に基づき算出）

千円

10,756 11,523 11,524

人
件
費
等

　正職員従事人数（担当課） 人 0.11 0.36 0.36

969

　その他 千円

小計（A) 千円 10,756
　一般財源 千円 1,950 1,950 2,717 2,717

8,807
　地方債 千円

H２４（予算）

事
業
費

財
源
内
訳

　国庫支出金 千円
　道支出金

H２１ H２２ H２３（見込）

千円 8,806 8,806 8,806

少子高齢化の進行によりその果たす役割はますます重要となっている。

　⑤この事業に対しての関係者（住民、議会、事業対象者、利害関係者等）からの意見・要望等

　⑥平成２３年度に改善した事項・重点的に取組んだ事項とその成果

高齢者や障がい者など、支援を必要とする住民を見守ることを目的とした「災害時要援護者等支え合いマップ」の作成に協力し
た。

    

人

　②目的・意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのですか？）

複雑多様化する福祉問題に的確に対応できるよう、民生委員児童委員の活動を支援する。

　③手段（具体的な事務事業の内容、手順などを簡潔に記載します）

民生委員児童委員として必要な知識や技術を習得させるための活動等を行う民生委員児童委員連合協議会に交付金を交付す
る。
・各種会議、研修会の開催（民児連及び市内6地区）
・各種会議、研修会への派遣（管内、全道、全国及び専門研修等）
・地域福祉事業への協力（赤い羽根、歳末たすけあい、よろず相談等）

　④事業実施の背景・個別計画等

事
業
の
内
容

　①対象（この事業は誰、何を対象としていますか？）

石狩市民生委員児童委員連合協議会 対象数 1 団体

民生委員児童委員 対象数 130

事業期間 平成 不詳 年度 未定

民生委員児童委員連合協議会交付金

事務分類

実施形態

根拠法令、条例等 民生委員法、石狩市民生委員児童委員連合協議会交付金交付要綱

予算科目 会　計 一般会計 事業名

担当 木澤 愛彦

高井 史朗 電話 72-3127 内線 477

前年度担当 所管 保健福祉部　福祉総務課 課長 桑島 朋子

施 策 （ 小 ） 団体などへの活動支援と福祉ネットワークの形成

平成２４年度担当 所管 保健福祉部　福祉総務課 課長 桑島 朋子 担当

平成２４年度（２３年度実施事業）事業評価シート

整理番号 事業名 民生委員児童委員連合協議会運営支援事業

総
合
計
画

テ ー マ 健康でしあわせに暮らせるまち

施 策 地域福祉の充実

成果指標

活動指標

－ 8 －
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　課長評価（1次）
上がっている 高い ● 大きい

● 中位 ● 中位 中位

上がっていない 低い 小さい

● 高い 効果的 ● 市が実施すべき

中位 ● 中位

低い 改善の余地あり

○ 拡充 ○ 手法改善 ○ 縮小・統合 ● 継続・維持 ○ 休止・廃止

　部長評価（2次）

上がっている 高い 大きい

中位 中位 中位

上がっていない 低い 小さい

高い 効果的 高い

中位 中位 中位

低い 改善の余地あり 低い

○ 拡充 ○ 手法改善 ○ 縮小・統合 ○ 継続・維持 ○ 休止・廃止

現状の課題

今後の方向性

妥
当
性

事業実施の意義

施策への貢献度 事業の実施方法
優
先
性

施策内における
優先度

実施済み
参考

有
効
性

期待する成果
効
率
性

費用対効果

　事業に対する市民意見等

担当部長

市民意見等に対する
回答

反映
一部反映
不採用

民間等でも実施可能

民間等が実施すべき

現状の課題
孤立死など家族や地域における相互扶助機能が低下しており、役割の重要性は増しているものの、全国的になり
手不足が問題視されており、活動の充実と満足度を高めるための適切な支援策が必要である。

今
後
の
方
向
性

事業内容 委員の声に耳を傾けながら、研修会への継続的参加による手法や知識の習得に向けた支援を行い、次回（H25
年）の一斉改選に向け、活動を継続してもらえる体制の強化を図る。

【参考】前年度
2次（部長）評価

現行通り、活動を支援する

有
効
性

期待する成果
効
率
性

費用対効果
妥
当
性

事業実施の意義

施策への貢献度 事業の実施方法 行政の関与

未設定 未設定
実績値 762 789 4,000人
目標値 未設定 未設定

148

達成率 #VALUE!

100.0 100.0

100
実績値 82

#VALUE! #VALUE!

150 148 146
実績値

81.0

Ｈ２２ Ｈ２３

84 81

達成率 100.0

100

148 150

Ｈ２４

地区協議会の研修会出席率
％

目標値 100 100

目標：全員参加 達成率 82.0 84.0成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２１

よろず相談参加人数
人

目標値 148

目標：週２名以上

災害時等要援護者登録制度登録者数

実績値
達成率

100.0
目標値

74

目標：週１回以上

73
実績値 74 75 74
達成率 100.0

よろず相談参加回数
回

目標値 74

100.0

75

72

目標：地区毎に月１回 達成率 112.5 129.2
回

目標値 72 72
Ｈ２３ Ｈ２４

地区協議会の研修会開催回数
72

実績値 81 93 82
113.9

民生委員児童委員連合協議会運営支援事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２１ Ｈ２２

－ 9 －
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2

5

2

（ 3 款 1 項 1 目 ）

法定受託事務 自治事務 （裁量性 高い 低い）

直営 一部委託 全部委託 指定管理 補助・助成 その他

単年度のみ ～ 　

→

→

）

・事業費 　　　　　　　　　　　　　　40千円 （追悼式、遺族大会参加等）
・事務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10千円　
・負担金 20千円

平成２４年度（２３年度実施事業）事業評価シート

整理番号 事業名 遺族会運営支援事業

総
合
計
画

テ ー マ 健康でしあわせに暮らすまち

施 策 （ 小 ）

平成２４年度担当 所管 保健福祉部　福祉総務課 課長 高井 史朗 電話 72-3127 内線 477

地域福祉の充実

担当

前年度担当 所管 保健福祉部　福祉総務課 課長

施 策

桑島 朋子

団体などへの活動支援と福祉ネットワークの形成

桑島 朋子

担当 木澤 愛彦

未定

予算科目 会　計 一般会計 事業名 遺族会補助金

事務分類

対象数 79 人

実施形態

根拠法令、条例等

事業期間 平成 不詳 年度

　⑤この事業に対しての関係者（住民、議会、事業対象者、利害関係者等）からの意見・要望等

　⑥平成２３年度に改善した事項・重点的に取組んだ事項とその成果

事
業
の
内
容

　①対象（この事業は誰、何を対象としていますか？）

各地区遺族会 対象数 3 団体

市内在住で遺族会に加入している戦没者遺族

　②目的・意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのですか？）

戦没者の慰霊を行うとともに遺族としての名誉と誇りを堅持し、遺族相互の親睦を図る。

　③手段（具体的な事務事業の内容、手順などを簡潔に記載します）

各地区遺族会や北海道が主催する「追悼式」への参列や遺族大会の参加などを行っている石狩市連合遺族会（石狩市遺族会、
厚田遺族会、浜益遺族会）に活動費の一部を補助する。（補助対象経費の2分の1以内）

　④事業実施の背景・個別計画等

    

　道支出金

H２１ H２２ H２３（見込）

千円

　その他 千円

H２４（予算）

事
業
費

財
源
内
訳

　国庫支出金 千円

7070 70

　地方債 千円

千円 70 70 70 70

951

小計（A) 千円 70
0.10 0.10 0.10

総コスト（A)+(B)

　正職員従事人数（担当課） 人

　その他間接経費
小計（B) 千円

千円
881

951

特定財源名及び補助率・充当率

正職員（
　従事正職員の人件費 千円

人

千円 951 1,021
881 951

事
業
費
の
使
途
等

事
業
の
コ
ス
ト

単位

951

　一般財源

1,021

人
件
費
等

成果指標

活動指標

－ 10 －
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　課長評価（1次）
上がっている 高い ● 大きい

● 中位 ● 中位 中位

上がっていない 低い 小さい

高い 効果的 ● 市が実施すべき

● 中位 ● 中位

低い 改善の余地あり

○ 拡充 ○ 手法改善 ○ 縮小・統合 ● 継続・維持 ○ 休止・廃止

　部長評価（2次）

上がっている 高い 大きい

中位 中位 中位

上がっていない 低い 小さい

高い 効果的 高い

中位 中位 中位

低い 改善の余地あり 低い

○ 拡充 ○ 手法改善 ○ 縮小・統合 ○ 継続・維持 ○ 休止・廃止

現状の課題

今後の方向性

妥
当
性

事業実施の意義

施策への貢献度 事業の実施方法
優
先
性

施策内における
優先度

実施済み
参考

有
効
性

期待する成果
効
率
性

費用対効果

　事業に対する市民意見等

担当部長

市民意見等に対する
回答

反映
一部反映
不採用

民間等でも実施可能

民間等が実施すべき

現状の課題 第2次世界大戦の終結から66年以上が経過し、遺族の高齢化と共に会員数の減少が進んでいる。

今
後
の
方
向
性

事業内容 行政による支援の必要性から最小限のコストでの実施だが、会員数や追悼式への参加者の減少がさらに進んだ
時点では、支援の方策について再考する。

【参考】前年度
2次（部長）評価

基本的には、現行通り、活動を支援していく

有
効
性

期待する成果
効
率
性

費用対効果
妥
当
性

事業実施の意義

施策への貢献度 事業の実施方法 行政の関与

遺族会運営支援事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

遺族会会員数
未設定

実績値 93 90 79
#VALUE!

未設定

達成率 #VALUE! #VALUE!
人

目標値 未設定 未設定

目標値
実績値
達成率

達成率

目標値

Ｈ２２ Ｈ２３

6 8

実績値

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２１

実績値

目標値

Ｈ２４

北海道戦没者追悼式参加者数
人

目標値 未設定 未設定 未設定 未設定
実績値 5
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

達成率
実績値

達成率

目標値

－ 11 －
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2

5

2

（ 2 款 5 項 2 目 ）

法定受託事務 自治事務 （裁量性 高い 低い）

直営 一部委託 全部委託 指定管理 補助・助成 その他

単年度のみ ～ 　

→

→

）

保護司会石狩分区交付金 300千円

平成２４年度（２３年度実施事業）事業評価シート

整理番号 事業名 石狩市保護司会運営支援事業

総
合
計
画

テ ー マ 健康でしあわせに暮らすまち

施 策 地域福祉の充実

施 策 （ 小 ） 団体などへの活動支援と福祉ネットワークの形成

平成２４年度担当 所管 市民生活部　市民生活課 課長 廣長　秀和 担当 徳差　勝弘 電話 72-3191 内線 377

前年度担当 所管 市民生活部　市民生活課 課長 廣長 秀和 担当 斉藤 晶

予算科目 会　計 一般会計 事業名 石狩市保護司会交付金

事務分類

実施形態

根拠法令、条例等 石狩市保護司会交付金交付要綱

事業期間 昭和 61 年度 未定 年度

事
業
の
内
容

　①対象（この事業は誰、何を対象としていますか？）

石狩市保護司会 対象数 1 団体

対象数

　②目的・意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのですか？）

保護司会の活動を支援し、更生保護活動への地域社会の理解と充実を図る。

　③手段（具体的な事務事業の内容、手順などを簡潔に記載します）

保護司間の連絡調整、保護観察に関する知識と技術の向上を行なう石狩市保護司会に対し、費用の一部を交付する。

　④事業実施の背景・個別計画等

　⑤この事業に対しての関係者（住民、議会、事業対象者、利害関係者等）からの意見・要望等

　⑥平成２３年度に改善した事項・重点的に取組んだ事項とその成果

    
H２２ H２３（見込）

千円

H２４（予算）

事
業
費

財
源
内
訳

　国庫支出金 千円
　道支出金
　地方債 千円
　その他 千円
　一般財源 千円 300 300 300 300

小計（A) 千円 300 300 300 300

人
件
費
等

　正職員従事人数（担当課） 人 0.17 0.17 0.16

1,498 1,617 1,521
　その他間接経費

特定財源名及び補助率・充当率

正職員（ 人
　従事正職員の人件費 千円

千円
小計（B) 千円 1,498 1,617 1,521

総コスト（A)+(B) 千円 1,798 1,917 1,821

事
業
費
の
使
途
等

事
業
の
コ
ス
ト

単位 H２１

成果指標

活動指標

－ 12 －
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　課長評価（1次）
● 上がっている ● 高い ● 大きい

中位 中位 中位

上がっていない 低い 小さい

● 高い ● 効果的 ● 市が実施すべき

中位 中位

低い 改善の余地あり

○ 拡充 ○ 手法改善 ○ 縮小・統合 ● 継続・維持 ○ 休止・廃止

　部長評価（2次）

上がっている 高い 大きい

中位 中位 中位

上がっていない 低い 小さい

高い 効果的 高い

中位 中位 中位

低い 改善の余地あり 低い

○ 拡充 ○ 手法改善 ○ 縮小・統合 ○ 継続・維持 ○ 休止・廃止

現状の課題

今後の方向性

妥
当
性

事業実施の意義

施策への貢献度 事業の実施方法
優
先
性

施策内における
優先度

実施済み
参考

有
効
性

期待する成果
効
率
性

費用対効果

　事業に対する市民意見等

担当部長

市民意見等に対する
回答

反映
一部反映
不採用

現状の課題
一度罪を犯した人が再犯しないよう更生させることは、社会の安全のために重要であるが、保護観察所とともにそ
の手助けを行う保護司は無給のボランティアであり、なり手の確保が難しい。

今
後
の
方
向
性

事業内容 引き続き、地域における更生保護活動への理解及び犯罪防止を図るための啓発活動や関連する知識等の向上を
図る。

【参考】前年度
2次（部長）評価

更生保護活動への地域社会の理解及び犯罪防止を図るための啓発活動や、関連する知識や技術の向上を図
る。

有
効
性

期待する成果
効
率
性

費用対効果
妥
当
性

事業実施の意義

施策への貢献度 事業の実施方法 行政の関与

石狩市保護司会運営支援事業

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

各種研修会開催回数
8

実績値 8 6 7
目標値：事業計画 達成率 100.0 85.7 87.5

回
目標値 8 7 8

各種啓発活動実施回数
回

目標値 4 4 4

目標値：事業計画

4
実績値 5 4 4
達成率 125.0 100.0 100.0
目標値
実績値
達成率

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

84 84

Ｈ２４

各種研修会参加人数
人

目標値 144 126 136 119
実績値 121

目標値：計画回数×保護司の人数 達成率 84.0 66.7 61.8
目標値
実績値
達成率
目標値
実績値

民間等でも実施可能

民間等が実施すべき

達成率

－ 13 －
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2 1

5 3

2 3

（ 2 款 3 項 1 目 ）

法定受託事務 自治事務 （裁量性 高い 低い）

直営 一部委託 全部委託 指定管理 補助・助成 その他

単年度のみ ～ 　

→

→

）

事
業
費
の
使
途
等

平成２４年度（２３年度実施事業）事業評価シート

整理番号 事業名 ライフサポート組織育成支援業務

総
合
計
画

テ ー マ 健康でしあわせに暮らすまち 安全・安心・快適なまち

施 策 地域福祉の充実 公共交通の充実

施 策 （ 小 ） 団体などへの活動支援と福祉ネットワークの形成 その他

平成２４年度担当 所管 厚田支所　地域振興課 課長 高田　靖仁 担当 栗谷　幸介 電話 78-2012 内線 122

前年度担当 所管 厚田支所　地域振興課 課長 高田　靖仁 担当 栗谷　幸介

予算科目 会　計 一般会計 事業名 有償運送等活動支援事業費

事務分類

実施形態

根拠法令、条例等

事業期間 平成 20 年度 未定 年度

事
業
の
内
容

　①対象（この事業は誰、何を対象としていますか？）

ＮＰＯ法人　あつたライフサポートの会 対象数 1 組織

厚田区民 対象数 2,300 人

　②目的・意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのですか？）

ＮＰＯ法人　あつたライフサポートの会の活動を支援し、地域における日常生活の課題解決を図る。

　③手段（具体的な事務事業の内容、手順などを簡潔に記載します）

「NPO法人あつたライフサポートの会」の活動内容
　【移送事業】 ・運送区域～厚田区内
　　　　　　　　　・料金～厚田地区タクシー料金の半額を上限とし、キロ単位で設定
　【除雪事業】 ・除雪範囲～玄関前から公道までの除雪
　　　　　　　　　・料金～１時間迄1,200円（以降30分毎に600円を加算）
　【サポートを受けるまで】入会手続きを行い会員（年会費1,000円）となる。会へサポート依頼日、依頼内容を伝える。

　④事業実施の背景・個別計画等

・H18年地域協議会へ提案し、H20年に「ライフサポートの会発起人会」を立上げ。
・H21年NPO法人取得（無償運送事業開始）し、翌H22年度に過疎地有償運送許可取得（有償運送事業開始）。

　⑤この事業に対しての関係者（住民、議会、事業対象者、利害関係者等）からの意見・要望等

・利用者からは好評であり、事業項目の拡大が望まれている（草刈り事業）。

　⑥平成２３年度に改善した事項・重点的に取組んだ事項とその成果

・支所でサポートしていた入会手続きやサポーターの派遣調整事務等を団体へ引き継ぎし、自立促進を図った。

    
単位 H２１ H２２ H２３（見込）

千円

H２４（予算）

事
業
費

財
源
内
訳

　国庫支出金 千円
　道支出金
　地方債 千円
　その他 千円
　一般財源 千円 583 0 0 0

小計（A) 千円 583 0 0 0

人
件
費
等

　正職員従事人数（担当課） 人 0.25 0.15 0.25

2,203 1,426 2,377
　その他間接経費

特定財源名及び補助率・充当率

正職員（ 人
　従事正職員の人件費 千円

小計（B) 千円 2,203 1,426 2,377
総コスト（A)+(B) 千円 2,786 1,426 2,377

事
業
の
コ
ス
ト

千円

成果指標

活動指標

成果指標

活動指標

－ 14 －
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　課長評価（1次）
● 上がっている ● 高い ● 大きい

中位 中位 中位

上がっていない 低い 小さい

● 高い ● 効果的 ● 市が実施すべき

中位 中位

低い 改善の余地あり

○ 拡充 ○ 手法改善 ○ 縮小・統合 ● 継続・維持 ○ 休止・廃止

　部長評価（2次）

上がっている 高い 大きい

中位 中位 中位

上がっていない 低い 小さい

高い 効果的 高い

中位 中位 中位

低い 改善の余地あり 低い

○ 拡充 ○ 手法改善 ○ 縮小・統合 ○ 継続・維持 ○ 休止・廃止

優
先
性

施策内における
優先度

現状の課題

今後の方向性

市民意見等に対する
回答

反映
一部反映

有
効
性

期待する成果
効
率
性

費用対効果
妥
当
性

事業実施の意義

【参考】前年度
2次（部長）評価

サポーターの加入促進に向けた候補者の選択と活動内容が理解でき共感して頂けるような事業展開を図り、新規
サポーターの加入促進を進める。

　事業に対する市民意見等

担当部長

今
後
の
方
向
性

　 移送・除雪事業に取り組む当会の動き・活動内容を区内に広め、新たな利用者の創出を目指し、新規サポー
ターの加入促進により、将来に渡り安定・継続した活動の展開を目指す当組織を今後も応援・支援して行く

施策への貢献度 事業の実施方法 行政の関与 民間等でも実施可能

民間等が実施すべき

現状の課題 　新規サポーターの確保（サポーターの高齢化）

会員数（賛助会員）
人

未設定

有
効
性

期待する成果
効
率
性

費用対効果
妥
当
性

会員数（サポーター）
人

未設定

38 47 46

12

目標：月1回開催

成
果
指
標

指　標　名 単位 Ｈ２４

会員数（利用者）
人

未設定

700

目標：事業計画

除雪事業
件

20

目標：事業計画

移送事業
人

目標値 900 1,000 700

ライフサポート組織育成支援業務

活
動
指
標

指　標　名 単位 項目 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

施策への貢献度 事業の実施方法

不採用
実施済み
参考

事業内容

事業実施の意義

実績値 954 910 607

目標値 3 5 10
実績値 1 8 44

達成率 106.0 91.0 86.7

達成率 33.3 160.0 440.0

会議の開催
回

目標値 12 12 12
実績値 17 12 12
達成率 141.7 100.0 100.0

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３
目標値 未設定 未設定 未設定

未設定
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!
目標値 未設定

実績値

実績値 17 17 16
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

未設定

目標値 未設定 未設定 未設定
実績値 23 22 18
達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

－ 15 －


